















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア JIij I~ 
2 エイ 言買 ~J! 
3 オウ 鴎 鴎
4 カク 十五 括t
5 キク 麹 麹
6 ケン 鹸 敵
7 ゴウ |噛 H樹
8 シュウ 事特 出荷
9 ショウ 1守 H存
10 ンヨウ 醤 醤
11 ソウ 曽 曾
12 ソウ 掻 掻
13 ソウ 痩 痩
14 トウ 祷 総
15 ピョウ 堺 IfJ' 
16 へイ 井 ヂ宇
17 ます 桝 打|
18 メン 麹 麺
19 ロ tP Il&' 
20 ロ l一色コ" jNi 
21 ロウ 時抗 勝L
22 ワン 刃弓k 整雪
常
用
漢
{
壬
衣
は
、
当
用
漢
{
圭
衣
や
当
用
漢
{
主
十
体
表
以
来
採
用
さ
れ
て
き
た
略
字
体
(
学
〈
↑
向
学
〉
、
団
↑
〈
園
〉
な
ど
)
を
含
む
現
代
の
通
用
字
体
を
示
し
て
い
る
が
、
表
外
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
一
般
的
な
恭
準
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ワ
ー
プ
ロ
等
の
情
報
機
探
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
に
と
っ
て
も
表
外
漢
字
が
簡
単
に
打
ち
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
、
昭
和
五
十
八
年
に
改
正
さ
れ
た
J
I
S規
格
で
、
表
外
漢
字
の
例
示
字
体
に
大
幅
に
略
字
体
を
採
用
し
た
こ
と
が
重
な
っ
て
、
①
一
般
の
書
籍
類
や
教
科
書
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
「
鴎
」
や
「
漬
」
が
ワ
ー
プ
ロ
等
で
打
ち
出
せ
な
い
こ
と
、
②
仮
に
「
鴎
」
と
「
鴎
」
の
両
字
体
を
打
ち
出
せ
た
と
し
て
も
、
ど
ち
ら
の
字
体
を
標
準
と
考
え
る
べ
き
か
の
「
よ
り
ど
こ
ろ
」
が
な
い
こ
と
、
の
二
点
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
国
語
審
議
会
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
印
刷
文
字
に
関
す
る
大
規
模
な
漢
字
使
用
の
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
、
表
外
漢
{
子
字
休
表
を
作
成
し
た
。
こ
の
表
は
、
常
用
漢
字
と
と
も
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
比
較
的
多
い
と
考
え
ら
れ
る
表
外
漢
字
を
漢
字
出
現
頻
度
数
調
査
(
書
籍
類
・
新
聞
等
を
対
象
)
に
よ
っ
て
特
定
し
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
印
刷
標
準
字
体
(
一
O
二
一
一字
)
と
簡
易
慣
用
字
体
(
一一
字
)
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
刷
標
準
{
子
体
と
さ
れ
た
も
の
は
、
①
明
治
以
来
、
並
走
子
体
と
し
て
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
常
用
漢
字
の
字
体
に
準
じ
て
作
ら
れ
た
略
字
体
以
上
に
高
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
印
刷
文
{
主
子
体
、
②
明
治
以
来
、
活
{
子
字
体
と
し
て
、
康
問
…
字
典
に
お
け
る
正
字
体
と
同
程
度
か
、
そ
れ
以
上
に
用
い
ら
れ
て
き
た
俗
字
体
や
略
字
体
で
、
現
在
も
康
配
…
字
典
の
正
字
体
以
上
に
使
用
頻
度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
印
刷
文
{
子
{
子
体
(
餅
、
兎
な
ど
)
で
あ
る
。
簡
易
慣
用
字
体
は
、
現
行
の
J
I
S規
格
や
新
聞
な
ど
、
現
実
の
文
字
生
活
で
使
用
さ
れ
て
い
る
略
字
体
等
の
中
か
ら
、
使
用
習
慣
・
使
用
頻
酪
径
守
を
勘
案
し
、
印
刷
標
準
字
体
と
入
れ
答
え
て
使
用
し
て
も
支
障
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
(
曽
、
麹
な
ど
)
で
あ
る
。
ま
た
、
「
し
ん
に
ゅ
う
、
し
め
す
へ
ん
、
し
ょ
く
へ
ん
」
の
三
'
草
自
に
つ
い
て
は
、
現
に
「
仁
、
+
、
- 54一
告
が
」
を
用
い
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
針
は
、
表
外
漢
{
主
子
体
の
現
実
の
使
用
実
態
を
混
乱
さ
せ
な
い
こ
と
を
最
優
先
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
国
際
社
会
に
対
応
す
る
日
本
語
の
在
り
方
木
答
申
は
、
世
界
の
中
で
日
本
語
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
世
界
の
言
語
や
文
化
の
あ
る
べ
き
姿
と
調
和
し
、
人
類
の
繁
栄
と
幸
一怖
に
も
資
す
る
よ
う
な
在
り
方
を
追
求
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
の
下
に
、
国
際
化
時
代
の
日
本
語
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
あ
わ
せ
て
、
近
年
社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
外
来
語
・
外
国
語
増
加
の
問
題
及
、
び
姓
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
球
社
会
と
し
て
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
国
際
社
会
の
中
で
、
英
語
が
世
界
の
共
通
一訪
問
と
し
て
の
機
能
を
強
め
つ
つ
あ
る
一
方
、
個
々
の
言
語
や
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
共
に
生
か
し
合
え
る
町
田
介
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
間
交
に
よ
れ
ば
、
海
外
に
お
い
て
、
今
後
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
必
要
に
な
る
言
語
と
し
て
の
日
本
語
へ
の
期
待
が
高
く
、
海
外
の
日
本
語
学
習
者
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
母
語
と
し
て
の
日
本
語
を
大
切
に
し
、
ま
た
、
現
に
存
在
す
る
世
界
の
人
々
の
日
本
語
へ
の
評
価
や
期
待
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
人
類
の
文
化
資
産
の
一
つ
と
し
て
の
日
本
語
の
価
値
や
役
割
を
自
覚
し
、
主
体
性
を
持
っ
て
そ
れ
ら
を
世
界
に
発
信
し
、
日
本
語
の
国
際
的
な
広
が
り
ゃ
、
世
界
に
お
け
る
日
本
理
解
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
則
恕
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
国
際
社
会
の
中
で
日
本
語
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ωよ
り
多
く
の
3 
世
界
の
人
々
に
日
本
語
の
価
値
が
認
識
さ
れ
、
日
本
語
の
使
用
が
広
が
る
、
ω日
本
語
の
使
い
方
が
、
国
際
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
一
層
適
し
た
も
の
に
な
る
、
と
い
う
こ
側
面
か
ら
日
本
語
の
国
際
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
①
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
の
促
進
、
②
名
騒
な
日
本
語
学
習
需
要
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学
習
支
援
、
①
国
際
化
に
対
応
す
る
日
本
人
の
言
語
能
力
の
仰
長
、
と
い
う
三
方
針
に
基
づ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
に
お
い
て
は
情
報
通
信
ネ
γ
卜
ワ
l
ク
上
に
提
供
す
る
日
本
や
日
本
諮
問
に
関
す
る
情
報
の
充
実
、
ま
た
質
の
高
い
通
訳
者
の
養
成
な
ど
、
②
に
お
い
て
は
国
内
外
で
き
め
細
か
な
学
習
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
学
習
支
援
の
基
能
強
化
を
図
る
た
め
の
具
体
零
乞
実
行
す
る
こ
と
、
①
に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
言
語
能
力
を
伸
長
す
る
た
め
、
人
と
積
枢
的
に
意
思
疎
通
を
図
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
、
実
際
的
な
日
本
語
能
力
を
撃
つ
盈
育
を
一
屑
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
国
際
化
の
進
墨
守
に
伴
っ
て
、
外
来
語
・牲
凶
詩
の
急
必
な
地
加
が
見
ら
れ、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
党
え
き
れ
な
い
ほ
ど
に
新
し
い
詰
が
次
々
に
出
現
す
る
、
専
門
領
域
で
使
わ
れ
て
い
た
語
が
そ
の
ま
ま
一
般
社
会
に
流
出
す
る
な
ど
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
外
来
語
・
外
国
語
を
使
用
す
る
か
否
か
は、
一
般
的
に
は
個
々
人
の
判
断
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
が
、
官
公
庁
や
新
聞
・放
送
等
に
お
い
て
は
、
発
信
す
る
情
報
の
広
範
な
伝
達
の
必
要
性
及
、
ぴ
人
々
の
言
語
生
活
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
、
一
般
に
{
霊
有
し
て
い
な
い
外
来
語
外
国
語
を
安
易
に
用
い
る
こ
と
な
く
、
個
々
の
諮問
の
使
用
の
是
非
に
つ
い
て
慎
重
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
釈
を
付
す
等
の
配
胞
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
個
々
の
認
の
周
知
度
や
釧
度
等
に
よ
っ
て
、
-s一
一般に定着している語→そのまま使用する
ストレス スポーツ ボ‘ランティア
リサイクル PTA 
日本語に言い換えた方が分かりやすくなる語
→言い換える
アカウンタビリティー(説明責任など)
イノベーション (1ji新など)
インセンテイブ (誘因、刺激、報奨金など)
スキーム(言|画、図式など)
プレゼンス(存在、出席など)
分かりやすい言い換え語がない語
→注釈を付すなど工夫する
アイデンティティー アプリケーション
デリパティブ ノーマライゼーション
ローマ字の頭文字を使った略語
→初出時には日本語訳を付す
ASEAN (東南アジア諸国連合)
NPO (民間非営利組織)
PL法 (製造物責任法)
〈外来語の分類と取扱いの例〉〈姓名のローマ字表記の例〉
o I姓一名Jの順とする
例 YamadaHaruo 
0次のような方法で「姓ー
名」の構造を示すことも考
えられる
例 :Y品1ADAHaruo 
Yamada， Haruo 
右
の
表
に
示
す
よ
う
な
取
扱
い
の
区
分
を
設
け
る
こ
と
が
考
、
え
ら
れ
よ
う
。
日
本
人
の
姓
名
を
、
欧
米
の
人
名
の
形
式
に
合
わ
せ
て
、
「
名
「
姓
」
順
で
ロ
ー
マ
{
圭
衣
記
す
る
慣
習
は
、
明
治
の
欧
化
主
義
の
時
代
に
{
忍
宥
し
て
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
国
語
審
議
会
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
文
化
的
背
景
を
持
つ
世
界
の
人
名
固
有
の
形
式
が
生
き
る
形
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
立
場
か
ら
、
日
本
人
の
姓
名
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
{
壬
表
記
に
お
い
て
も
「
姓
|
名
」
の
順
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
今
後
、
官
公
庁
や
報
道
機
関
等
に
お
け
る
表
記
、
ま
た
学
校
教
育
に
お
け
る
英
語
等
の
増
婦
に
お
い
て
も
、
こ
の
哩
」
回
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
今
回
の
答
申
と
国
語
教
育
以
上
の
三
答
申
と
国
語
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
‘目、
。
サ
ム
しま
ず
、
敬
意
表
現
に
当
た
る
言
葉
遣
い
は
、
相
手
や
場
に
応
じ
た
言
葉
遣
い
と
い
っ
た
捉
え
方
で
、
従
来
の
学
習
指
導
要
領
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
敬
意
表
現
の
概
念
を
生
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
様
々
な
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
学
習
者
に
意
識
さ
せ
、
そ
の
運
用
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
次
に
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
漢
字
の
指
導
は
常
用
選
圭
衣
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
た
め
、
表
外
漢
字
に
つ
い
て
は
直
接
漢
字
教
育
の
対
象
に
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
治
導
者
と
し
て
は
、
常
用
漢
{
壬
衣
に
あ
る
「
字
体
に
つ
い
て
の
解
説
」
や
、
表
外
漢
{
主
子
体
表
の
前
文
あ
る
い
は
参
五
ぢ
(
「
表
外
漢
字
に
お
け
る
字
体
の
違
い
と
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
」
な
ど
)
の
内
容
を
心
得
て
、
印
刷
文
{
子
字
形
や
手
書
き
字
形
に
つ
い
て
の
適
切
な
説
明
や
指
導
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
「
国
際
社
会
に
対
応
す
る
日
本
語
の
在
り
方
」
は
、
日
本
人
と
し
て
の
主
体
性
と
異
文
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
力
を
有
し
、
日
本
語
に
よ
っ
て
維
か
な
表
現
と
理
解
を
行
う
基
本
的
な
能
力
と
、
相
手
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
応
56一
用
的
な
言
葉
の
運
用
能
力
を
備
え
た
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
日
本
人
を
育
て
る
言
語
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。
今
後
の
国
語
教
育
は
、
地
球
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
母
語
塾
同
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
し
て
の
言
葉
の
力
を
養
う
観
点
か
ら
、
一
層
充
実
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
は
、
三
つ
の
答
申
の
記
述
内
容
の
う
ち
、
学
校
教
育
と
の
関
連
が
深
い
と
思
わ
れ
る
部
分
を
基
に
述
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
谷
巾
全
体
か
ら
国
語
に
関
す
る
今
日
的
な
課
題
を
読
み
取
り
、
こ
れ
か
ら
の
国
語
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
な
お
、
答
申
の
全
文
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
(言
明
¥¥毛
3・
5
2門
mo
E
)
に
、
'
審
議
会
情
報
の
一
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(文
化
庁
文
化
部
国
語
謀
)
- 57一
